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介護保険住宅改修 ユニットバス工事について 

 

○ユニットバス工事については、対象工事費が適切に按分され、住宅改修が必要と認められる理

由がある場合（①浴室出入口・浴槽の段差の解消、②滑りの防止のための床の材料の変更、③

扉の取替え）、介護保険住宅改修の支給対象とします。 

※直接的に介護と関係の無い利便性を求める工事や、経年劣化による単なるリフォーム工事、

デザイン性向上等を目的としたオプションにかかる経費を対象とする趣旨ではありません 

※保険適用の可否は、被保険者の身体状況等により個別に判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○【提出資料】通常の書類（申請書、理由書、見積書
※
、カタログ）に加え、以下を提出願い

ます。 ※メーカー作成のもの＋施行業者による見積書 

 ・メーカーが作成した見積書 

 ・メーカーが作成したユニットバス価格の詳細（浴槽、床、扉等の金額）がわかる内訳書。

困難な場合は、下記の按分率を目安に保険対象となる経費を算出してください。 

 

 

・（例）「浴槽の段差解消」が改修理由として認められる事例の場合 

浴槽

10% 20% 15%按分率

その他

20% 15% 10% 10%

支給対象外支給対象

壁 天井 器具扉 床

支給対象経費 

○ユニットバス本体価格 

○ユニットバス組み立て、設置費 

○既存の浴室を撤去する費用 

○付帯工事とみなされる費用（給排水工

事、土間打設工事費用等） 

 

対象としない経費 

×電気工事費用 

×壁面収納等、介護とは直接的に関係し

ないと判断される経費 

 

・ユニットバス本体価格 ７１３，０００円 

  →本体価格にオプション等が含まれていないことが明らかになるように留意 

・ユニットバス組立設置費 １２６，０００円 

・浴室解体費   ６５，０００円 

・土間打設工事費 ９０，０００円 

・給排水工事費  ６２，０００円 

上記合計１，０５６，０００円 × 按分率１５％ ＝対象経費１５８，４００円 

 


